
令和８年度第２回中部地区幼稚園教諭・保育教諭・保育士・小学校教諭等の 

合同研修会 

 

 

 

 

 

 

講義や協議を通して自身の教育・保育を振り返るとともに、子ども主体の学びの実現には、

子ども達に価値ある体験を通した手応え感覚（充実感・達成感・自己有能感・一体感）をもたせ

ることが大切であることや、架け橋期の教育の充実のためには、全職員の共通理解をもとに幼

児教育施設と小学校が協働しながら取り組んでいくことの重要性を感じることができた研修会

となりました。 

 

 

 

 

 

 

以下、参加者の振り返りをいくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研修会での学びが各園・各校において、教育・保育の改善や質の向上につながり、さらには

架け橋期の教育の充実に向けた各小学校区の実践に活かされることを期待しています。 

開催日時：令和８年９月７日（月） 

講義題 ： 「みんなで伴走し、育てよう！鳥取の子どもたち 

～架け橋期の教育を考える～」 

講師  ： 東海大学 教授 寳來 生志子 氏 

講義内容 

〇次期学習指導要領に向けた基本的な考え方 

〇「学びに向かう力」を育む 

〇園での学びを基盤としたスタートカリキュラム 

    〇「学校探検」の実践をもとに 

 

 

 

（幼児教育施設） 

◆どれだけ子どもの立場にたてるかを意識し、子ども達の興味・関心にあった保育を展開し

たい。 

◆小学校の先生ともっと実のある対話をしていきたい。また、園児の姿を伝える力をつけて

いきたい。 

◆幼保小をはじめ、子どもに関わる全ての関係者が立場を超えて連携・協働することが、子

どもの安心や学びの連続性につながることを学んだ。 

（小学校） 

◆「手応え感覚をもたせることが学びの力を育てることにつながる」という話に、なるほど

と思った。子どものわくわく感を大切にし、価値ある体験に出会える環境づくりをしてい

きたい。 

◆園で培った経験をリセットすることなく、やる気をそのままに社会性、学習意欲に結び付

けていくことが大切であるということを改めて感じた。 

◆答えを急がず大切なことを見極めながら、子どもが自ら考え、選び、壁を乗り越えて「学

び方」を身に付けていくことができるよう、子ども達を支える伴走者でありたい。 

 

 

 


